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当
セ
ン
タ
ー
の
「
皇
室
関
係
資
料
文
庫
」
に
お
い
て
、
今
年
の
三
月
、

貴
重
な
和
歌
関
係
史
料
を
京
都
の
古
書
店
か
ら
入
手
し
、
六
月
か
ら
七

月
、
他
の
史
資
料
と
共
に
、
廣
池
千
九
郎
記
念
館
ロ
ビ
ー
で
「
特
別
展
示
　

光
格
天
皇
に
関
す
る
新
出
資
料 

宸
筆
と
絵
巻
」
と
題
し
て
展
示
し
た
。

　
そ
の
古
書
目
録
に
は
「
光
格
天
皇
勅
題
勅
点 

風
見
実
秋
和
歌
詠
草
　

一
括
」
と
題
し
、「
享
和
元
年
　
四
月
十
日
勅
題
　
同
五
月
十
五
日
勅
点
。

勅
題
二
紙
　
32
・
5
×
45
・
7
糎
。
勅
点
入 

風
早
実
秋
和
歌
　
詠
草
七

紙
、
各
36
・
3
×
49
・
8
糎
」
と
の
説
明
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
現
物
を
み
る
と
、
最
初
の
包
紙
に
「
宸
翰
／
享
和
元
四
十
　

於
　二

御
前
　一

拝
領
　
勅
題
二
十
首
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
形
同
大

の
六
つ
の
包
紙
（
各
々
左
上
）
に
、
左
の
墨
書
が
あ
る
。

　（
イ
） 

享
和
元
年
四
月
十
日
　
賜
　二

御
題
　一

二
十
首
。
五
月
一
五
日
賜
　二

御

点
　一

。（
一
紙
①
）

　（
ロ
）
享
和
元
年
　
勅
題
二
十
首
之
内
　（
一
紙
②
）

　（
ハ
）
勅
点
／
享
和
元
四
十
　
勅
題
之
内
（
一
紙
③
）

　（
ニ
）
勅
点
／
享
和
元
四
十
　
勅
題
之
内
（
一
紙
④
）

　（
ホ
）
勅
点
／
享
和
元
　
勅
題
二
十
首
之
内
　
書
三
首
（
一
紙
⑤
）

　（
ヘ
）
勅
点
　
享
和
元
／
勅
題
二
十
首
之
内
（
二
紙
⑥
⑦
）

　
こ
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
最
初
の
中
味
が
「
宸
翰
」（
宸
筆
）

か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
検
証
す
る
た
め
、『
宸
翰
英
華
』（
帝
国
学
士

院
編
刊
、
昭
和
十
九
年
。
の
ち
思
文
閣
出
版
復
刻
）
を
紐
解
く
と
、
幸
い

同
じ
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
三
月
十
四
日
付
「
宸
筆
宣
命
案
」
が
収

め
ら
れ
て
い
る
（
御
物
　
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
）
の
で
、
そ
れ
と

対
比
し
た
と
こ
ろ
、
見
事
に
符
合
す
る
字
形
が
極
め
て
多
い
（
別
掲
の
写

真
に
○
（
全
体
）
と
□
（
部
分
）
で
囲
ん
だ
文
字
）。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
宣
命
案
は
、『
宸
翰
英
華
』
の
解
説
（
下
巻
五
一
九

史
料
紹
介

享
和
元
年
の
光
格
天
皇
宸
筆
「
勅
題
・
勅
点
」
資
料

皇
室
関
係
資
料
文
庫
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よ
う
当
用
の
平
仮
名
に
改
め
、
句
間
を
空
け
濁
点
を
加
え
て
翻
刻
す
る
。

　
①
　
實
秋
上

二
十
首
之
内

（
ア
）
朝
更
衣
（
※
勅
点
は
初
句
の
右
肩
の
傍
線
）

1
　
た
れ
も
け
さ
　
袂
ゆ
た
か
に
　
夏
衣
　
き
の
ふ
の
は
る
を
　
し
の
ぶ

と
は
な
き

2
　
よ
し
や
世
の
　
な
ら
ひ
に
か
へ
む
　
お
し
む
と
て
　
今
朝
す
ぐ
す
べ

き
　
夏
衣
か
は

（
イ
）
新
樹
露

3
　
出い
づ

る
日
に
　
み
が
け
る
露
の
　
玉
か
し
は
　
し
げ
る
葉
守
の
　
神
も

め
づ
ら
し

4
　
起
出
て
む
か
ふ
も
す
ず
し
　
わ
か
緑
　
し
げ
る
梢
の
　
し
の
の
め
の

露

（
ウ
）
尋
餘
花

5
　
分
れ
て
も
　
な
べ
て
青
葉
の
　
山
ざ
く
ら
　
い
づ
く
に
の
こ
る
　
は

な
を
た
づ
ね
む

6
　
夏
山
の
し
げ
み
の
蝶
の
　
を
の
れ
も
や
　
の
こ
る
桜
を
　
た
づ
ね
ゆ

く
ら
む

　
②
　
實
秋
上

（
エ
）
待
郭
公

7
　
ま
た
れ
つ
ゝ
　
こ
よ
ひ
も
ふ
け
ぬ
　
ほ
と
ゝ
ぎ
す
　
ほ
ど
は
雲
井
の
　

ひ
と
聲
も
か
な

頁
）
す
る
と
お
り
、
践
作
か
ら
二
十
三
年
目
の
寛
政
十
三
年
（
一
八
〇

一
）
が
「
辛
酉
」
の
厄
運
に
あ
た
る
の
で
、
光
格
天
皇
（
三
十
一
歳
）
み

ず
か
ら
「
災
難
」
を
「
攘
却
せ
し
め
」
る
た
め
「
享
和
」
と
改
元
さ
れ
、

「
皇
太
神
」
を
祀
る
伊
勢
の
神
宮
に
勅
使
（
権
大
納
言
藤
原
愛
徳
）
を
遣

わ
さ
れ
た
時
の
宣
命
の
案
文
（
下
書
き
）
で
あ
る
。
全
文
き
わ
め
て
丁
重

に
楷
書
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
筆
運
び
（
筆
癖
）
が
、
こ
の
勅
題
「
二

十
首
」
と
殆
ん
ど
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
正
し
く
光
格
天
皇
の
宸

筆
と
判
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、（
イ
）
〜
（
ヘ
）
の
中
味
を
開
く
と
、
①
〜
⑦
の
右
下
に
「
實

秋
　
上
」
と
あ
る
。
こ
の
実
秋
は
、
目
録
の
と
お
り
「
風
早
実
秋
」
と
み

ら
れ
る
。『
公
卿
補
任
』
等
に
よ
れ
ば
、
彼
は
羽
林
家
の
風
早
家
に
宝
暦

十
年
（
一
七
六
〇
）
生
ま
れ
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
当
時
（
四
十
二

歳
）
従
三
位
右
近
衛
権
中
将
で
、
ま
も
な
く
正
三
位
参
議
、
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）「
大
歌
別
当
」
に
任
じ
ら
れ
、
正
二
位
権
中
納
言
ま
で
進

み
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
五
十
七
歳
で
薨
じ
た
。
父
公
雄
と
共

に
、
光
格
天
皇
の
信
任
厚
く
、
和
歌
に
も
香
道
に
も
優
れ
て
い
た
と
い

う
。

　
こ
の
風
早
実
秋
が
、
光
格
天
皇
か
ら
「
御
前
に
於
て
拝
領
」
し
た
「
勅

題
二
十
首
」
に
即
応
し
て
上
っ
た
「
詠
草
」
は
、（
イ
）
〜
（
ヘ
）（
①
〜

⑦
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
実
秋
の
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
が
、
御
題

ご
と
の
詠
草
の
右
肩
に
天
皇
の
「
勅
点
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
勅
題
は

楷
書
、
詠
草
は
少
し
崩
し
字
で
変
体
仮
名
も
少
な
く
な
い
。
読
み
や
す
い
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尾
の
杣
山

（
ケ
）
夜
水
鶏

17
　
ふ
く
る
ま
で
　
く
ゐ
な
ぞ
た
ゝ
く
　
ね
や
の
戸
を
　
つ
れ
な
く
あ
け

ぬ
　
人
も
あ
る
ら
し

18
　
よ
ひ
な
が
ら
　
た
ゝ
く
水
鶏
の
　
聲
す
な
り
　
た
か
ね
や
の
と
か
　

まは

や

も
た
来
さ
し
け
む

　
④
　
實
秋
上

（
コ
）
夏
月
涼

19
　
夏
山
の
　
た
か
ね
を
月
の
　
出
る
よ
り
　
す
ず
し
さ
そ
ひ
ぬ
　
袖
の

さ
よ
か
ぜ

20
　
風
よ
り
も
　
す
ず
し
か
り
け
り
　
ま
つ
の
戸
に
　
さ
し
い
る
夏
の
　

月
の
ひ
か
り
は

（
サ
）
寄
山
戀

21
　
こ
ひ
そ
む
る
　
け
ふ
の
思
ひ
の
　
ち
り
ひ
ち
も
　
つ
も
ら
ば
ふ
じ
の
　

山
と
も
え
な
む

22
　
も
し
人
の
　
い
は
木
な
ら
ば
と
　
い
は
て
山
　
い
は
で
ぞ
し
の
ぶ
　

ふ
か
き
思
ひ
も

（
シ
）
寄
海
戀

23
　
千
重
に
思
ふ
　
心
の
そ
こ
を
　
し
ら
せ
て
も
　
い
な
み
の
海
の
　
沖

つ
し
ら
波

24
　
し
た
へ
ど
も
　
人
の
こ
こ
ろ
は
　
あ
ら
う
み
の
　
な
み
だ
を
袖
に
　

か
け
ぬ
ま
ぞ
な
き

8
　
村
雨
の
　
は
れ
ゆ
く
よ
ひ
の
月
に
し
も
　
猶
ま
た
れ
け
る
　
や
ま
ほ

と
ゝ
ぎ
す

（
オ
）
聞
郭
公

9
　
あ
や
め
ひ
く
　
五
月
の
空
の
郭
公
　
ね
に
あ
ら
は
れ
て
　
な
か
ぬ
夜

も
な
し

10
　
よ
を
ふ
か
く
　
な
き
て
ぞ
す
ぐ
る
　
郭
公
　
た
か
里
よ
り
か
　
か
へ

る
さ
の
空

（
カ
）
夕
早
苗

11
　
夕
か
ぜ
の
　
田た
の
も面

の
さ
な
へ
　
う
ち
な
び
き
　
葉
末
に
の
ぼ
る
　
露

の
す
ず
し
さ

12
　
あ
ま
衣
　
日
も
夕
ぐ
れ
の
　
み
な
と
田
に
　
な
を
お
り
た
ち
て
　
さ

な
へ
と
る
な
り

　
③
　
實
秋
上

（
キ
）
故
郷
橘

13
　
あ
や
め
草
　
ふ
き
し
昔
や
　
し
の
ぶ
ら
む
　
む
く
ら
に
う
づ
む
　
軒

の
た
ち
ば
な

14
　
ふ
る
郷
に
　
五
月
わ
す
れ
ず
　
咲
勾
ふ
　
か
げ
や
む
か
し
の
　
軒
の

た
ち
花

（
ク
）
五
月
雨

15
　
さ
ほ
の
う
ち
や
　
い
く
日
か
か
け
て
　
夏
衣
　
ほ
す
ひ
ま
も
な
き
　

さ
み
だ
れ
の
比こ
ろ

16
　
斧
の
音
も
　
た
え
て
い
く
日
ぞ
　
五
月
雨
に
　
う
き
た
つ
雲
の
　
水
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（
チ
）
庭
上
竹

33
　
い
く
ち
よ
も
　
君
に
つ
か
へ
て
　
あ
ふ
ぎ
み
む
　
雲
井
の
庭
の
　
く

れ
竹
の
か
げ

34
　
う
ら
や
ま
し
　
生
そ
ふ
か
げ
も
　
を
の
づ
か
ら
　
な
を
き
姿
の
　
庭

の
呉
竹

（
ツ
）
漁
舟
火

35
　
あ
ま
小
舟
　
よ
る
も
や
波
に
　
つ
り
の
糸
の
　
く
る
ゝ
江
と
を
く
　

と
も
す
い
さ
り
火

36
　
く
れ
ふ
か
き
　
沖
の
波
ま
に
　
つ
り
舟
の
　
か
ず
も
あ
ら
は
に
　
い

さ
り
た
く
み
ゆ

（
テ
）
獨
述
懐

37
　
君
が
代
に
　
あ
は
ず
ば
し
ら
じ
　
た
ら
ち
ね
の
　
道
の
を
し
へ
に
　

こ
め
し
心
も

38
　
よ
し
や
た
ゞ
　
道
の
恵
に
　
ま
か
せ
置
て
　
お
ろ
か
な
る
身
も
　
猶

わ
け
て
み
む

（
ト
）
社
頭
榊

39
　
ひ
く
ま
へ
に
　
君
が
代
い
の
る
　
袖
か
け
て
　
三
宝
の
榊
　
か
ほ
り

き
に
け
り

40
　
み
づ
垣
や
神
の
ゆ
ふ
し
で
　
ふ
く
風
に
　
か
ほ
り
も
き
よ
く
　
な
び

く
さ
か
き
葉

　
な
お
、
光
格
天
皇
の
和
歌
に
関
す
る
御
事
績
は
、
盛
田
帝
子
氏
著
『
近

世
雅
文
壇
の
研
究
』（
平
成
二
十
五
年
、
汲
古
書
院
）
に
詳
し
い
。

　
⑤
　
實
秋
上

（
ス
）
寄
河
戀

25
　
い
ま
は
は
や
　
夢
の
ち
ぎ
り
の
　
逢
瀬
さ
へ
　
た
え
て
い
く
夜
の
　

床
の
山
河

26
　
あ
ふ
せ
な
き
　
ち
ぎ
り
よ
い
か
に
　
は
や
川
の
　
せ
ぜ
の
み
な
は
の
　

消
え
か
へ
り
て
も

（
セ
）
寄
野
戀

27
　
百
草
の
　
露
と
み
だ
れ
て
　
物
ぞ
思
ふ
　
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
の
　
秋
の

野
風
に

28
　
わ
が
中
は
　
山
の
か
げ
野
の
　
小こ

ざ
ゝ
原
　
う
き
ふ
し
し
げ
く
　
露

ぞ
み
だ
る
ゝ

（
ソ
）
寄
里
戀

29
　
あ
や
な
く
も
　
つ
き
ぬ
思
ひ
を
　
す
が
は
ら
や
　
ふ
し
み
の
里
の
　

ゆ
ふ
べ
明あ
け

ぼ
の

30
　
な
ご
り
な
く
　
た
え
に
け
る
か
な
　
か
ち
よ
り
ぞ
　
こ
は
た
の
里
の
　

く
れ
も
あ
り
し
も

　
⑥
　
實
秋
上

（
タ
）
暁
更
鶏

31
　
あ
か
つ
き
の
　
ゆ
ふ
つ
げ
鳥
も
　
か
ね
の
を
と
に
　
お
ど
ろ
か
さ
れ

て
　
時
や
つ
く
ら
む

32
　
道
の
べ
の
　
か茅や
屋
の
月
の
　
有
明
に
　
ひ
と
は
音
せ
て
　
と
り
が

ね
ぞ
す
る
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せ
消
ち
（
直
し
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
光
格
天
皇
が
施

さ
れ
た
お
手
直
し
か
と
思
わ
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
一
層
貴
重
な
資
料
と
考

え
ら
れ
る
。 

（
所
　
功
　
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
一
日
稿
）

　
同
氏
に
よ
れ
ば
、
光
格
天
皇
は
、
皇
位
二
年
後
（
十
一
歳
）
の
天
明
元

年
（
一
七
八
一
）
正
月
、
後
見
役
の
後
桜
町
上
皇
に
「
御
代
始
」
和
歌
御

会
始
の
詠
草
添
削
を
受
け
て
以
来
、
実
父
閑
院
宮
典
仁
親
王
や
実
兄
美
仁

親
王
、
日
野
資
仁
・
烏
丸
光
祖
な
ど
と
共
に
、
歌
道
の
修
練
に
励
ま
れ

た
。

　
そ
し
て
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
十
二
月
、
二
十
三
歳
で
五
十
四
歳
の

後
桜
町
上
皇
よ
り
「
天て

仁に

遠を

波は

伝
授
」（
御
所
伝
授
の
初
段
）
を
受
け
ら

れ
る
と
、
早
く
も
翌
六
年
正
月
か
ら
門
弟
の
指
導
を
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ

以
後
の
宮
廷
歌
会
に
公
家
た
ち
の
詠
出
す
る
全
て
の
歌
に
天
皇
の
合
点

（
勅
点
）
が
施
さ
れ
て
お
り
、
同
十
年
正
月
、
こ
の
風
早
実
秋
（
四
十
歳
）

も
入
門
し
て
い
る
（
同
書
三
六
・
五
四
〜
五
・
六
五
頁
）。

　
盛
田
氏
は
、
こ
の
光
格
天
皇
が
門
下
の
歌
に
合
点
を
加
え
た
り
添
削
し

て
施
さ
れ
た
実
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
紹
介

し
た
享
和
元
年
「
四
月
十
日
勅
題
」「
五
月
十
五
日
勅
点
」
お
よ
び
門
人

「
風
早
実
秋
和
歌
詠
草
」
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
念
の
た
め
、『
列
聖
全
集
』
所
収
「
光
格
天
皇
御
製
」「
同
拾
遺
」
の
同

年
月
に
は
、「
葵
／
笛
」「
新
樹
／
早
苗
」「
首
歌
月
／
梅
薫
枕
／
橋
夕
立

／
薄
暮
初
雁
」
等
の
題
で
詠
ま
れ
た
御
製
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
風
早
実

秋
の
賜
っ
た
勅
題
二
十
首
と
同
じ
も
の
は
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
詠
草
を
、
国
文
学
者
で
冷
泉
家
の
門
人
で
も
あ
る
樋
口
百

合
子
氏
（
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究
員
）
に

調
べ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
私
の
読
み
取
り
の
校
正
だ
け
で
な
く
、
18
に
見



No. 80, 2017　64モラロジー研究

正
月
廿
八
日

　伺
始
〔
直
返
給
〕

　
　
寄
道
祝

二
月
十
四
日

　伺
〔
十
七
日
返
給
〕

　
院
御
月
次
／
梅
香
薫
衣
／
庭
上
鶴
馴

同
二
十
日
窺

　
御
月
次
／
祈
恋

　
御
内
会
／
帰
鴈
／
春
恋

同
月
三
十
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
御
當
座
／
杜
花

同
廿
一
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
　
冬
恋

同
日
伺

　
御
月
次
／
花
霞
庭
／
蛙
／
夕
恋

　
御
内
会
／
落
花
始
雪
／
山
家
春

同
廿
六
日
伺
〔
三
十
日
返
給
〕

　
　
花
霞
／
蛙

四
月
十
三
日
窺
〔
直
返
給
〕

　
御
當
座
／
山

同
日
窺
〔
十
七
日
返
給
〕

　
　
院
御
月
次
／
月
前
卯
花
／
月
前
郭
公

同
十
七
日
伺
〔
即
返
給
〕

　
水
無
瀬
宮
御
法
楽
／
郭
公

寛
政
十
年
　
詠
草
伺
留
　
風
早
実
秋

　
光
格
天
皇
に
よ
る
公
家
た
ち
へ
の
和
歌
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
前
述
し

た
盛
田
帝
子
氏
の
論
考
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
光
格

天
皇
と
寛
政
期
の
宮
廷
歌
会
」
は
、「
光
格
天
皇
が
運
営
し
て
き
た
宮
廷

歌
会
の
仕
組
み
、
特
に
詠
進
に
と
も
な
う
手
順
な
ど
、
宮
廷
歌
会
の
具
体

的
な
実
態
を
…
…
内
裏
歌
会
を
主
催
す
る
光
格
天
皇
側
の
資
料
、
歌
会
に

参
加
す
る
宮
廷
歌
人
の
資
料
、
歌
会
詠
進
前
の
添
削
資
料
、
内
裏
歌
会
そ

の
も
の
の
史
料
を
積
み
重
ね
て
」
明
ら
か
に
し
た
、
興
味
深
い
内
容
で
あ

る
（
同
書
八
八
頁
〜
一
〇
八
頁
）

　
そ
の
中
で
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
一
条
忠
良
・
日
野
資
矩
・
芝
山
持

豊
・
日
野
資
枝
・
飛
鳥
井
雅
威
・
久
世
通
根
・
烏
丸
資
菫
・
高
松
公
祐
、

そ
し
て
風
早
実
秋
の
「
詠
草
伺
」
が
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
詠
草
伺
」
と
は
、
盛
田
氏
に
よ
れ
ば
、「
入
門
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
堂

上
歌
人
が
、
光
格
天
皇
に
詠
草
を
提
出
し
、
天
皇
か
ら
添
削
を
受
け
た
も

の
を
、
御
所
側
で
記
録
し
留
め
た
詠
草
添
削
記
録
」
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
前
掲
「
勅
点
・
勅
題
史
料
」
と
関
係
が
深
い
風

早
実
秋
の
詠
草
伺
を
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
て

閲
覧
し
、
歌
会
の
行
わ
れ
た
日
と
歌
題
を
抽
出
し
て
翻
刻
し
た
。
な
お
、

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
前
掲
史
料
と
同
じ
く
樋
口
百
合
子
氏
の
協
力
を
得

た
。
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聖
廟
法
楽
／
祷
衣
寒

同
ニ
十
五
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
御
當
座
／
黄
葉

八
月
十
五
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
御
當
座
／
寄
月
恋

　
御
内
々
御
當
座
／
蘆
間
月

九
月
七
日
伺

　
内
々
御
當
座
／
朝
聞
雁

去
五
月

　
院
御
月
次
／
橘
風
／
草
庵

去
六
月

　
院
御
月
次
／
夕
顔
／
人
傳
恋

去
六
月

御
月
次
／
遊
恋

去
六
月
廿
六
日

御
内
會
／
六
月
立
秋
／
河
水
流
清

　
已
上
九
月
十
三
日
返
給

去
七
月

　
御
月
次
／
分
萩
／
槿
／
帰
恋

去
七
月

　
院
御
月
次
／
砌
下
萩
／
遠
村
鶏

去
七
月

同
廿
日
伺
〔
即
日
返
給
〕

　
院
水
無
瀬
御
当
座
／
契
祈
未
恋

同
日
窺
〔
廿
三
日
返
給
〕

　
御
月
次
／
山
蝉

　
院
聖
廟
御
法
楽
／
菖
蒲
風

同
廿
二
日
伺
〔
廿
六
日
返
給
〕

　
御
内
會
／
山
折
樹
／
寄
草
恋

　
内
々
御
當
座
／
冬
鳥

五
月
廿
日
窺

　
御
月
次
／
夏
月
透
竹
／
庭
瞿
麦
／
聞
道
旅
行

　
聖
廟
法
楽
／
待
恋

　
御
内
会

　
聖
廟
法
楽
／
寄
岡
恋

　
御
内
会
／
夏
杜
／
夏
滝

　
内
御
當
座
／
沙
月
忘
夏

同
廿
八
日
伺

　
去
廿
五
日
内
々
御
當
座
／
田
家
煙

　
聖
廟
法
楽
／
鸎

　
洞
中
聖
廟
法
楽
／
寄
車
恋

七
月
四
日
伺

　
七
夕
御
会
／
二
星
逢

同
ニ
十
二
日
伺
〔
二
十
三
日
返
給
〕
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御
内
會
／
薄
似
袖
／
寄
虫
恋

去
八
月

　
院
御
月
次
／
月
前
初
鴈
／
松
風
増
恋

去
八
月

　
御
月
次
／
春

去
八
月

　
御
内
會
／
名
所
秋
夕
／
松
風
入
琴

九
月
十
三
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
内
御
當
座
／
月
前
鳥

洞
中
御
月
次
／
秋
　
吹
上
濱
／
離
　
松
嶋

同
十
八
日
伺
〔
廿
日
返
給
〕

　
水
無
瀬
宮
御
法
楽
御
奉
納
／
寄
露
恋

同
月
廿
一
日
伺
〔
廿
六
返
給
〕

　
洞
中
聖
廟
御
法
楽
／
橋
苔

　
御
月
次
／
秋
山
／
秋
野
〔
後
日
之
更
用
之
〕
／
秋
浦

同
廿
二
日
更
窺
直

　
　
秋
野

　
御
内
會
〔
廿
四
返
給
〕
／
紅
葉
遍
〔
廿
四
日
返
給
〕
／
寄
絲
恋

同
廿
三
日
伺
〔
廿
四
日
返
給
〕

　
内
々
御
當
座
／
炭
竈

同
廿
四
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
御
當
座
／
春
月

十
一
月
廿
五
日
伺
〔
直
日
返
給
〕

　
御
内
會
／
竹
迎
聞
霰
／
寄
千
鳥
恋

同
月
四
月
伺
〔
同
九
日
返
給
〕

　
去
一
日
御
當
座
／
月
前
嵐

同
月
十
三
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
内
御
當
座
／
松
雪

同
日
窺
〔
十
七
日
返
給
〕

　
仙
洞
御
月
次
／
庭
中
梅
／
初
契
恋

同
十
九
日
窺

　
御
月
次
／
水
鳥
聞

　
御
内
會
／
年
中
鶯
／
松
久
緑

同
廿
八
日
伺
〔
直
返
給
〕

　
　
花

二
十
七
日
内
々
御
當
座

　
　
翫
月

 

（
久
禮
旦
雄
　
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
稿
）
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東山御文庫所蔵（『宸翰英華』より）　　○全文類似　　□部分類似
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光格天皇宸筆の伊勢神宮に「享和」改元を伝える宣命案文　　京都御所
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光格天皇宸筆の勅題（当センター所蔵）

風早実秋の詠草 1

風早実秋の詠草　包紙の外題
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風早実秋の詠草 2
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風早実秋の詠草 3
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風早実秋の詠草 4




